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戸
坂
嵐
子
殿
（
十
九
年
十
二
月
十
二
日
朝
）

　
八
日
に
手
紙
六
通
（
老
人
３
嵐
子
２
イ
ク
子
１
）
入
手
、
進
学
の
件
な
ど
明
ら
か
と
な
り
安
心
。
　
　
昭
和

の
高
等
学
院
が
第
二
次
な
ら
第
三
次
を
何
で
も
よ
い
か
ら
一
つ
選
べ
、
も
し
第
三
次
な
ら
第
二
次
に
然
る
べ
き

も
の
が
あ
っ
た
ら
出
す
こ
と
。
日
本
女
大
必
ず
し
も
毛
ぎ
ら
い
す
べ
か
ら
ず
。

　
明
大
の
女
専
に
は
文
科
は
な
い
か
（
庸
之
君
に
で
も
聞
く
こ
と
）
。
東
女
大
の
平
野
智
治
夫
人
其
他
の
諸
夫

人
、
日
女
大
の
菅
支
那
子
夫
人
な
ど
を
キ
オ
ク
す
べ
し
。
　
　
明
星
で
東
女
大
に
競
争
が
な
い
と
赤
井
さ
ん
の

云
っ
た
と
い
う
の
は
本
当
か
？
　
　
海
へ
、
仮
名
を
読
本
に
あ
る
通
り
正
確
に
、
又
漢
字
は
間
違
わ
ぬ
よ
う
、

自
分
で
読
み
直
す
習
慣
を
厳
重
に
申
し
送
る
べ
し
。
　
　
面
会
は
警
報
等
の
関
係
も
あ
り
、
あ
ま
り
月
末
に
お

し
つ
ま
る
と
チ
ャ
ン
ス
を
失
う
恐
れ
あ
り
。
　
　
次
の
ア
ド
レ
ス
一
目
瞭
然
た
る
よ
う
に
知
ら
せ
て
ほ
し
い
。

大
阪
、
松
井
、
函
館
、
伊
藤
長
夫
自
宅
。
な
お
大
阪
、
川
崎
、
松
井
、
函
館
に
は
僕
の
現
住
所
を
知
ら
せ
て
お

く
こ
と
必
要
。
寒
さ
加
わ
る
が
大
分
身
体
は
な
れ
て
来
た
。
正
月
に
は
早
め
に
葉
書
を
出
そ
う
。
海
達
を
見
て

来
た
ら
手
紙
で
イ
サ
イ
報
告
の
こ
と
。

　
戸
坂
嵐
子
殿
外
御
一
同
（
昭
和
二
十
年
一
月
八
日
朝
）

　
こ
の
ハ
ガ
キ
、
ホ
ゾ
ン
の
こ
と
。
今
年
は
去
年
よ
り
も
良
い
年
で
あ
る
よ
う
に
。
松
の
内
も
す
ぎ
た
が
、
年

頭
に
際
し
、
お
父
さ
ん
の
九
月
来
の
勉
強
の
報
告
を
し
て
お
こ
う
。
専
ら
仏
教
の
勉
強
だ
。
仏
教
関
係
の
書
物
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二
十
五
冊
以
上
、
内
、
国
訳
一
切
経
十
四
冊
（
阿
含
経10

、
四
分
律
４
）
、
諦
観
の
「
天
台
四
教
儀
」
（
織
田

の
「
和
解
」
に
よ
る
。
な
お
蒙
潤
の
「
集
註
」
あ
り
）
な
ど
も
あ
り
渡
辺
楳
雄
「
小
乗
仏
教
」
、
ピ
・
ラ
ク
シ

ュ
ミ
・
ナ
ラ
ス
「

仏

教

の

要

諦


















」
（
立
花
訳
）
、
ポ
ー
ル
・
ケ
ー
ラ
ス
「
仏
陀
の
福
音
」
（
八
幡
訳
）

な
ど
は
好
著
。
旧
新
約
聖
書
（
明
治
二
十
五
年
版
）
な
ど
を
通
読
。
総
計
一
万
二
千
頁
以
上
に
な
ろ
う
。
　
　

さ
て
こ
こ
で
は
餅
に
ミ
カ
ン
、
黒
豆
、
数
の
子
（
一
片
）
、
生
揚
げ
、
昆
布
、
鱈
、
白
米
、
煮
豆
、
人
参
、
大

根
、
葱
、
年
越
ソ
バ
（
十
数
本
）
な
ど
で
大
晦
日
か
ら
三
ヵ
日
を
す
ご
し
た
。
ま
ず
無
事
に
歳
を
取
っ
た
と
い

う
も
の
。
家
の
お
正
月
は
如
何
。
嵐
子
及
び
月
子
の
誕
生
祝
は
如
何
。
　
　
口
頭
試
問
の
用
意
に
、
お
父
さ
ん

の
職
業
は
判
っ
て
い
て
も
業
態
の
説
明
が
出
来
ぬ
と
閉
る
か
ら
、
お
バ
ア
チ
ャ
ン
や
お
母
さ
ん
に
よ
く
聴
い
て

お
く
こ
と
。
一
月
の
面
会
、
引
越
し
後
に
無
駄
足
を
し
て
も
い
い
だ
け
の
時
間
の
余
裕
を
見
た
方
が
よ
か
ろ
う
。

　
　
東
亜
文
化
協
会
か
ら
通
信
あ
り
成
功
を
よ
ろ
こ
ん
で
い
る
。

　
戸
坂
嵐
子
殿
（
二
月
九
日
朝
）

　
吉
報
＊
（
嵐
子
及
び
母
さ
ん
）
見
た
。
お
父
さ
ん
は
本
当
に
嬉
し
い
。
一
陽
来
福
の
感
だ
。
之
も
僥
倖
と
人

々
の
お
か
げ
で
あ
る
こ
と
、
幸
ち
ゃ
ん
と
同
断
で
あ
る
。
お
祝
い
の
格
好
を
し
た
御
馳
走
（
ム
シ
パ
ン
の
ク
リ

ス
マ
ス
ケ
ー
キ
、
同
じ
く
鯛
ヤ
キ
な
ど
如
何
？
）
し
て
お
貰
い
な
さ
い
。
　
　
今
後
は
一
人
前
の
大
人
と
し
て

の
待
遇
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
か
ら
、
対
家
庭
対
社
会
上
の
責
任
を
自
覚
し
て
、
健
康
と
性
格
と
に
自
分
で
向

上
を
心
が
け
る
こ
と
。
処
で
勉
強
の
方
、
三
月
一
日
か
ら
毎
日
一
時
間
前
後
（
長
い
の
は
無
効
）
ラ
ム
の
シ
ェ
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ク
ス
ピ
ア
を
自
分
で
工
夫
憶
測
し
な
が
ら
文
脈
を
理
解
し
て
読
む
努
力
を
続
け
る
こ
と
。
之
に
半
年
苦
心
す
れ

ば
英
語
の
読
書
力
と
理
解
力
は
著
る
し
く
進
歩
す
る
。
之
は
絶
対
励
行
の
こ
と
。
　
　
海
と
月
子
あ
て
に
入
学

の
知
ら
せ
を
嵐
子
か
ら
お
や
り
な
さ
い
。
学
校
の
説
明
を
加
え
て
。
之
は
子
供
達
の
刺
※
に
な
る
か
ら
。
勿
論

諒
氏
夫
妻
先
生
に
も
知
ら
せ
た
ろ
う
な
。
　
　
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
新
し
い
筆
で
若
や
い
だ
手
紙
及
び
嵐
子
の
和

歌
の
手
紙
も
受
け
取
っ
た
（
今
日
の
ニ
ュ
ー
ス
非
常
に
要
を
得
て
い
る
。
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
日
誌
は
ど
う
な
っ

た
か
）
。
ウ
タ
は
出
来
合
い
の
言
葉
を
便
宜
故
に
用
い
る
の
を
な
る
べ
く
避
け
る
こ
と
。
併
し
仲
々
の
進
境
だ
。

又
ニ
ュ
ー
ス
を
た
の
む
。

　
　
万
象






の
も
の
の
生
命





は
さ
や
け
く
も
伸
び
て
行
く
ら
し
青
き
空
見
る
。

　
春
も
近
い
ね
。

　
＊
嵐
子
氏
東
京
女
子
大
入
学
の
こ
と
。

　
戸
坂
嵐
子
殿
（
三
月
二
日
午
前
）

　
三
月
だ
と
云
う
に
雪
ど
け
で
寒
い
こ
と
だ
。
あ
と
三
週
間
も
し
て
、
彼
岸
の
お
萩
で
も
食
べ
れ
ば
、
春
め
い

て
来
よ
う
。
お
父
さ
ん
は
相
変
ら
ず
仏
教
の
勉
強
に
余
念
が
な
い
。
正
月
以
来
十
一
冊
ほ
ど
好
書
を
読
む
こ
と

が
出
来
た
。
　
　
四
月
に
で
も
な
っ
た
ら
原
田
の
お
ば
さ
ん
の
処
で
、
嵐
子
や
お
父
さ
ん
の
近
況
を
報
告
し
て

お
や
り
（
但
し
家
の
こ
と
は
心
配
無
用
と
断
っ
て
）
。
　
　
海
の
二
学
期
の
成
績
を
ま
だ
聞
い
て
い
な
い
。
知

ら
せ
て
欲
し
い
。
　
　
お
父
さ
ん
の
格
子
の
冬
合
服
木
島
あ
た
り
で
裏
が
え
し
を
す
る
か
、
す
る
な
ら
さ
せ
る
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こ
と
。
靴
各
種
（
長
靴
を
含
む
）
修
繕
出
来
た
ら
し
て
ほ
し
い
。
　
　
先
月
の
お
父
さ
ん
の
葉
書
勿
論
見
た
こ

と
と
思
う
。

　
嵐
子
の
二
月
三
日
の
手
紙
以
来
ま
だ
通
信
を
受
け
取
ら
な
い
が
、
空
襲
な
ど
で
遅
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
併

し
か
ま
わ
ず
続
々
と
手
紙
が
欲
し
い
。
　
　
思
い
つ
い
た
の
だ
が
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、
も
し
酒
の
配
給
が
家

に
来
る
よ
う
だ
っ
た
ら
一
日
に
一
遍
ぐ
ら
い
少
し
ず
つ
飲
む
の
が
消
化
を
助
け
る
と
思
う
が
。

　
戸
坂
嵐
子
殿
（
四
月
十
二
日
午
後
）

　
愈
々
春
だ
が
、
こ
こ
で
は
ま
だ
底
寒
い
。
二
月
の
末
か
ら
三
月
の
中
旬
頃
ま
で
、
寒
波
と
の
闘
争
に
つ
か
れ

て
（
抹
消
）
衰
弱
し
、
胃
を
害
し
て
い
た
が
、
こ
の
頃
は
眼
に
見
え
て
恢
復
し
て
来
た
。
（
抹
消
）
　
　
嵐
子

の
学
校
の
様
子
色
々
知
ら
せ
て
欲
し
い
。
明
星
の
卒
業
生
は
大
体
何
人
ど
こ
へ
這
入
っ
た
か
。
及
女
大
の
方
は

ど
ん
な
模
様
か
。
工
場
で
現
場
に
ま
わ
っ
た
そ
う
だ
が
ど
う
い
う
仕
事
か
、
等
。
　
　
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
神
経

痛
は
良
く
な
っ
た
か
知
ら
。
も
し
ハ
リ
バ
が
買
え
る
な
ら
皆
で
呑
む
と
好
い
。
存
外
よ
い
薬
だ
。
　
　
海
の
手

紙
、
三
月
に
這
入
っ
て
か
ら
の
は
大
変
し
っ
か
り
し
て
来
た
。
勉
強
す
る
気
持
ち
に
な
っ
て
来
た
ら
し
い
。
ほ

め
て
や
っ
て
呉
れ
。

　
戸
坂
嵐
子
殿
（
五
月
六
日
（
日
）
午
後
三
時
）
（
長
野
）

　
そ
の
後
変
っ
た
こ
と
は
な
い
か
。
お
父
さ
ん
は
一
日
の
夜
行
で
発
ち
翌
早
朝
長
野
市
へ
着
い
た
。
課
長
、
部
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長
等
三
名
が
送
っ
て
呉
れ
て
当
地
に
疎
開
し
た
わ
け
。
久
し
振
り
に
東
京
の
街
の
有
様
を
見
、
荷
物
に
ゴ
ッ
タ

返
し
た
闇
い
車
内
、
ス
ッ
カ
リ
変
っ
た
服
飾
な
ど
見
て
ウ
タ
タ
感
慨
が
深
か
っ
た
が
、
夜
が
あ
け
る
と
世
界
は

一
変
し
て
、
妙
な
る
枝
振
り
の
林
檎
、
桃
、
水
蜜
、
杏
、
牡
丹
桜
八
重
桜
（
欝
金
も
あ
り
）
、
散
り
残
り
の
山

桜
、
木
蓮
、
海
棠
さ
て
は
菜
の
花
、
桐
の
若
葉
、
紅
葉
な
ど
、
春
を
こ
の
一
瞬
に
集
め
て
い
る
。
お
父
さ
ん
は

ス
ッ
カ
リ
う
れ
し
く
、
久
し
振
り
の
運
動
傍
々
殆
ど
特
権
的
な
（
上
野
で
は
先
に
乗
り
込
む
）
楽
な
た
の
し
い

旅
行
を
し
た
。
こ
こ
は
寒
い
の
と
旅
行
や
小
包
の
一
般
的
制
限
の
た
め
面
会
や
将
来
の
さ
し
入
れ
と
の
他
に
不

利
な
点
が
あ
る
が
、
空
襲
に
対
す
る
安
全
率
と
東
京
よ
り
栄
養
の
可
な
り
よ
い
の
と
地
方
で
あ
る
た
め
に
ノ
ン

ビ
リ
と
山
な
ど
運
動
場
か
ら
眺
め
て
暮
す
こ
と
が
出
来
る
な
ど
有
利
な
点
で
あ
る
。
身
体
は
好
調
で
、
こ
れ
を

チ
ャ
ン
ス
に
根
本
的
に
つ
く
り
上
げ
よ
う
と
思
う
。
従
来
よ
り
も
筆
ま
め
に
（
葉
書
で
も
よ
い
）
た
の
む
。
母

さ
ん
に
も
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
も
少
し
も
少
し
も
心
配
し
な
い
よ
う
に
呉
々
も
。
お
父
さ
ん
は
こ
こ
に
来
た
の

を
よ
ろ
こ
ん
で
い
る
か
ら
。
で
は
。

　
戸
坂
嵐
子
殿
（
六
月
二
日
午
後
）
（
長
野
）

　
そ
の
後
変
っ
た
こ
と
は
な
い
か
。
手
紙
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
二
通
（
外
に
四
月
二
十
五
日
出
の
は
東
京
で
見
た
）
、

お
母
さ
ん
一
、
嵐
子
二
受
け
取
っ
た
。
お
父
さ
ん
は
大
変
元
気
、
身
体
も
大
い
に
好
調
、
こ
こ
は
ミ
ソ
が
豊
富

で
甘
い
の
で
大
分
太
っ
た
よ
う
だ
。
食
事
の
分
量
も
運
動
も
風
呂
も
仕
事
も
東
京
よ
り
よ
い
の
で
喜
ん
で
い
る
。

本
は
東
京
よ
り
少
し
不
自
由
だ
が
、
国
訳
一
切
経
は
続
け
て
よ
む
こ
と
に
し
て
い
る
。
梨
、
藤
は
素
よ
り
、
牡
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丹
、
か
き
つ
ば
た
も
す
ぎ
て
今
は
桐
に
ひ
な
菊
が
見
ら
れ
る
。
二
三
日
中
に
芍
薬
が
吹
く
だ
ろ
う
。
猫
岳
（
ス

ガ
平
）
の
雪
も
や
っ
と
消
え
、
周
囲
の
山
は
新
緑
が
ま
だ
浅
い
が
駘
蕩
た
る
霞
に
つ
つ
ま
れ
て
い
る
。
面
会
は

所
の
執
務
時
間
に
、
東
京
よ
り
も
長
く
会
え
る
ら
し
い
。
も
し
来
ら
れ
た
ら
金
三
　
五
〇
〇
円
、
合
服
三
揃
、

ス
キ
ー
帽
、
手
袋
、
襟
巻
、
シ
ャ
ツ
、
ズ
ボ
ン
下
、
カ
ト
リ
ッ
ク
辞
典
一
二
、
英
語
の
ギ
リ
シ
ャ
語
文
典
（
机

上
）
、
机
上
の
国
訳
漢
文
大
成
を
、
出
来
る
限
度
に
於
い
て
領
置
し
て
お
い
て
欲
し
い
。
金
は
時
局
柄
、
又
将

来
の
物
価
騰
貴
を
参
考
（
出
来
た
ら
価
格
表
記
で
送
っ
て
貰
お
う
）
　
　
読
ん
だ
本
、
一
切
経
三
（
般
若
二
、

華
厳
一
）
稲
葉
円
成
「
聖
徳
太
子
」
、
佐
々
木
月
樵
「
親
鸞
上
人
伝
」
前
田
慧
雲
「
大
乗
仏
教
史
論
」
、
イ
ン

ブ
リ
ー
「
拉
太
書
註
解
」
、
論
語
、
孫
子
等
　
　
嵐
子
は
英
語
の
勉
強
は
お
父
さ
ん
の
云
っ
た
通
り
し
て
い
る

か
。
そ
れ
か
ら
「
ブ
ラ
ン
デ
ス
の
近
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
学
史
」
（
八
畳
の
タ
タ
ミ
の
上
の
書
架
に
七
冊
揃
い
）

の
一
読
を
す
す
め
る
。
お
父
さ
ん
は
徹
夜
し
て
耽
読
し
た
本
だ
。
こ
こ
で
は
ニ
ュ
ー
ス
を
割
合
聞
け
る
。
手
紙

時
々
た
の
む
。

　
戸
坂
嵐
子
殿
（
七
月
二
日
午
後
）
（
長
野
）

　
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
手
紙
、
か
あ
さ
ん
の
葉
書
４
、
嵐
子
の
手
紙
１
受
け
取
っ
た
。
当
方
変
っ
た
こ
と
な
し
、

目
方
も
大
分
増
し
た
ら
し
い
。
ニ
ュ
ー
ス
を
よ
く
聞
く
。
芙
蓉
と
名
を
知
ら
ぬ
花
の
花
盛
り
。
こ
の
頃
は
金
板

み
が
き
を
や
め
て
足
袋
職
人
。
毎
日
薬
を
食
う
。
毎
日
ヒ
ゼ
ン
の
薬
湯
に
入
る
。
書
架
は
南
側
中
央
及
び
北
が

大
切
＊
。
い
ざ
と
い
う
場
合
に
は
井
戸
に
投
げ
込
む
の
も
可
。
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
は
若
い
者
の
意
見
を
よ
く
聞

8獄中通信



い
て
や
る
よ
う
に
。
出
来
た
ら
葉
書
五
六
枚
送
っ
て
欲
し
い
。
面
会
に
来
ら
れ
た
ら
来
る
よ
う
に
。
嵐
子
も
一

緒
で
結
構
、
長
野
近
く
で
は
昨
年
な
ど
林
檎
七
八
円
で
一
人
一
貫
か
二
貫
ま
で
売
っ
て
よ
い
こ
と
に
な
っ
て
い

た
そ
う
だ
。
本
間
か
ら
通
信
あ
り
。
（
抹
消
）
嵐
子
の
学
校
の
様
子
を
細
か
く
知
ら
せ
る
こ
と
。
な
る
べ
く
は

間
を
造
っ
て
英
語
と
読
書
と
を
や
る
よ
う
に
。
そ
の
後
「
華
厳
経
」
一
、
鈴
木
大
拙
「
東
洋
的
一
」
、
孟
子
、

ブ
ラ
ウ
ン
「
キ
リ
ス
ト
教
要
義
」
な
ど
読
む
。
海
達
の
手
紙
を
少
し
送
っ
て
よ
こ
す
こ
と
。
送
金
の
方
は
ど
う

な
っ
た
か
。
家
の
方
今
更
生
半
可
の
処
に
引
き
越
し
て
も
効
果
は
少
な
い
と
思
う
か
ら
、
今
の
ま
ま
で
い
る
の

も
よ
か
ろ
う
。
か
あ
さ
ん
の
仕
事
の
方
は
ど
う
な
っ
た
か
。
い
ず
れ
又
。
七
月
二
日
午
後
。

　
＊
空
襲
の
際
の
処
理
案
で
あ
る
。

〔
付
注
〕

　
戸
坂
嵐
子
氏
は
長
女
。

　
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
御
母
堂
（
故
人
）
。

　
海
君
は
長
男
。

　
月
子
君
は
次
女
。
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青
空
文
庫
情
報

底
本
：
「
戸
坂
潤
全
集
　
別
巻
」
勁
草
書
房

　
　
　1979
（
昭
和54

）
年11

月20

日
第1

刷
発
行

初
出
：
「
人
民
評
論
」

　
　
　1945

（
昭
和20
）
年12

月
号

入
力
：
矢
野
正
人

校
正
：Juki

2012

年7

月13

日
作
成

青
空
文
庫
作
成
フ
ァ
イ
ル
：

こ
の
フ
ァ
イ
ル
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
図
書
館
、
青
空
文
庫
（http://w

w
w

.aozora.gr.jp/

）
で
作
ら
れ
ま
し

た
。
入
力
、
校
正
、
制
作
に
あ
た
っ
た
の
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
で
す
。

11



獄中通信
戸坂潤

2026年10月1日　第二版

奥　付

発行 青空文庫

URL http://www.aozora.gr.jp/
E-Mail info@aozora.gr.jp

作成 青空ヘルパー　　赤鬼@BFSU
URL https://aohelp.club/
BiliBili https://space.bilibili.com/10060483

Special Thanks
　青空文庫　威沙　
　　　

青空文庫を全デバイスで楽しめる青空ヘルパー http://aohelp.club/
※この本の作成には文庫本作成ツール『威沙』を使用しています。

http://tokimi.sylphid.jp/


